

























理を行う必要があり、近年これらの品質関連分野は CMC (Chemistry, 
Manufacturing, and Control)と総称されている。特に製造段階における品質確保を































































論文は、緒言、第 1 編及び第 2 編の実験及び考察の部、結論から構成されて
いる。緒言では、日本における現在の坐剤製剤を総括し、坐剤基剤の特長及び
これまでに報告されている薬物放出試験について整理し、本研究の目的を明示





































第 2 編では、第 1 編で確立した放出試験条件を用いて、基剤の異なるインド
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